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  ――まずＣＲＯ業界を取り巻く
動向を教えてください。
　保良　日本ＣＲＯ協会の年次業
績を見ると、2010 年で協会会員
の総売上高は 1100 億円を超え、
11 年は 1200 億円を見込むなど、
業界自体は成長しています。しか
し、ここ最近は成長率が鈍化傾

向にあり、業界として成長の踊り場を迎えて
いるようにも見えますが、グローバル試験や
抗癌剤の治験など、新しい成長の芽も出てき
ています。また、日本におけるＣＲＯへのア
ウトソーシング率が欧米に比べて低い現状を
考えると、今後も業界全体が成長していくと
思っています。
　実際にＣＲＯ各社の採用活動も、新卒採
用、中途採用共に非常に活発な状況です。特
に各社とも、新卒採用に力を入れていく動き
があり、非公式ですが昨年比で新卒採用枠が
約 1.5 倍に拡大しているとの話も聞いていま
す。こうした状況から、ＣＲＯ各社は 13 年

度採用に向けて、より新卒採用
に力を入れていると認識してい
ます。以上の通り、今後のＣＲ
Ｏ業界の見通し、そして採用傾
向としても非常に明るい状況に
ありますので、薬学部の学生か
ら多くの応募をいただければと
考えています。
　――ＣＲＯから見た就職動向
を教えてください。
　井上　臨床開発職（モニター）
に関しては、来年４月入社の
方々を見ても、学生のニーズと
して、依然としてモニターの就
職志望が高い傾向にあります。
特に薬学部の学生にとっては、
４年制から６年制に変わったこ
ともあり、卒業生が一斉に世の
中に出て、調剤薬局や病院薬剤
部、製薬企業の開発職、営業職

（ＭＲ）と並んで、ＣＲＯの開
発職が数年前に比べて非常にク
ローズアップされてきていると
実感しています。昨年 12 月１日から就職活
動が始まりましたが、各薬科大学から言われ
ているのは、新卒採用枠をもっと増やしてほ
しいということです。いまＣＲＯ業界は、成
長期から成熟期に入りつつありますが、逆に
薬学部の学生は、今が大きな就職ニーズの高
まりの時期にあるように感じます。
　中屋　ここ数年でＣＲＯに対する興味、理
解度が深まってきている印象を受けます。大
学で企業セミナーを行う機会がありますが、

以前に比べて学生が事前にＣＲＯ
業界のことをよく調べていて、よ
り具体的な業務への質問が増えて
います。そういった意味では、薬
学部の学生のＣＲＯ業界に対する
志望度が強くなってきていると感
じることができます。
　――製薬企業は、臨床開発職の

採用を絞っていると聞きますが、こうした動
向も関係していますか。
　保良　製薬企業が開発職の採用を絞ってき
ているのは確かです。これは、ＣＲＯ各社が
信頼ある仕事を実績として積み重ね、信頼度
が増したことにより、ますます開発業務はＣ
ＲＯに任せるという流れになっているためと
思います。現在、臨床開発はモニタリングを
中心に受託していますが、申請業務を含めた
開発全般の受託も増加していますので、その
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　製薬企業の臨床開発職といえば、薬学部の学生にとって花形の職業の一

つ。だが最近は、製薬企業の世界的な再編、グローバル化の加速など、臨床

開発を取り巻く環境変化を背景に、開発業務を受託するＣＲＯの存在感が高

まっている。実際に、開発職を目指す就職活動は、製薬企業からＣＲＯへと

中心的な受け皿がシフトしつつある。また、卒業生を送り出す薬科大学側も、

６年制教育という大きな節目を迎えている。そこで、ＣＲＯ各社の採用担当

者に集まっていただき、開発職としてのＣＲＯの魅力や求める人材像などを

語ってもらった。
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